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　近年、海上輸送の増大にともない、バラスト水（空荷の船を安定させるため、船に積む海水）とともに
沿岸の生物が遠く離れた所に運ばれ、その海域の生態系に有害な影響を与える水生生物の「越境」 が問
題になっている。三井造船㈱をはじめとする国内企業5社が 「バラスト水内水生生物管理システム」
の開発に成功したと発表した。1時間当たり300トンを処理できる試作機により陸上試験を行い、 動
植物プランクトン及びバクテリア類を国際基準未満にできることを実証したものである。国際海事機関
（IMO）はこの越境対策として、2004年 2月に、国際条約いわゆる 「バラスト管理条約」を採択し、
2009年の発効を目指している。しかし、現段階でこの厳しい国際基準を満足する装置は各国とも開発
できておらず、新技術の開発が待たれていた。オゾンは10月に開催された IMO海洋環境保護委員会に
おいて活性物質として承認され、今後は実船に装備して本システムの機能及び処理性能を実証する運び
となった。
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　バラスト水とは、荷物を積んでいない船を安定
させるため、専用タンクに入れて重心を下げる海
水のことである。荷物を降ろして出港するとき港
湾で海水を積みこみ、到着した港で捨てられる。
近年は海上輸送の増大にともない、バラスト水と
ともに沿岸の生物が遠く離れた所に運ばれ、その
海域の生態系に有害な影響を与える水生生物の「越
境」が問題となっている。代表的なものとして、
赤潮プランクトンやコレラ菌、淡水産の貝、ヒト
デやクシクラゲ、さらにはカニやワカメなども挙
げられている。本来そこにはいなかった生物が「有
害」とみなされているのである。
　譖日本海難防止協会は日本財団の助成を受けて
「船舶バラスト水等処理技術実用化のための調査研
究」を実施してきた。この事業に協力してきた三
井造船㈱をはじめとする国内企業５社は「バラス
ト水内水生生物管理システム」の開発に成功した
と発表した（2006年７月 31日）。このシステムは、
バラスト水がパイプの細いスリットを通過すると
き、水流の急激な圧力変化によって大型プランク
トンの細胞を破壊し、さらにオゾンガスを溶解さ
せて小型のプランクトンやバクテリアを不活性に
する。１時間当たり 300 トンを処理できるシステ
ムの試作機により陸上試験を行い、動植物プラン
クトン及びバクテリア類を国際基準未満にできる
ことが実証された。
　国際海事機関（IMO）は船舶バラスト水による
有害水生生物の拡散を防止するため、2004 年２月
に、「船舶のバラスト水及び沈殿物の規制及び管理
のための国際条約」いわゆる「バラスト管理条約」
を採択し、2009 年の発効を目指している。この基
準では 10～ 50μmの大きさの生きている生物は 10
個体 /ml 以下、50μm以上の生きている生物は 10
個体 /m3 以下とされた。この基準値は、プランク
トン数では外洋水の 1/100 程度、バクテリアは海
水浴場並という、厳しいものである。この基準を
満たす処理技術の開発はもとより、生物の個体数
の計量、生死の判定や増殖能力の有無の判定など、
極めて困難な技術課題が多いとされていた。
　現段階ではこの国際基準を満足する装置は各国
とも開発できていない。このため外洋水に交換す
ることを義務づけている国もある。しかし外洋水
の生物量は国際基準より多いため、基準を満たす
処理装置が開発されるまでの暫定的なものにすぎ
ないとされている。また外洋におけるバラスト水
交換は操作を誤れば船が転覆する危険性も指摘さ
れている。
　条約が発効すれば、それ以降建造される大型の
船舶は排出基準を満たすことが義務化されること
になる。基準を満たす処理装置が開発されなけれ
ば、条約の発効を遅らせる必要が生じるため、新
技術の開発が待たれている。
　各国において開発が進められている処理システ
ムは、基本的に、大型生物のろ過とバクテリアの
殺菌処理を組み合わせたものであり、様々な殺菌
剤が試みられている。ドイツからは過酸化水素の
使用が提案されており、急性毒性の問題はあるが、
有望とされている。アメリカでは二酸化塩素を使
用する処理装置が検討されているようであるが、
二酸化塩素の発生に硫酸が必要とされ、船舶での
使用という意味で安全性が疑問視されている。
　このたび日本で開発されたシステムはオゾンの
酸化力により、水生生物を殺滅するものである。
オゾンについては、2006年 10月にロンドンで開催
されたIMO海洋環境保護委員会において審議され、
活性物質として承認された。今後は実船に装備し
て本システムの機能及び処理性能を実証する段階
に移行することになった。
